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開催日

出席者

言書「 妻量奇

第十九宰＂＇《滋 昭和八億六 H

役 員 曾

臨時役員曾

昭和 8年 5月 3日

曾長民国秀吉君

副官長 大河戸宗治君 米元晋一君

常識員 黒田武．定君 山口 昇君榊原信一廓君 内海 γ高根君

＊島具亮君 三浦七耶君 衣斐 i消呑君
主 事 干井喜え松君 校野雄主轄之丞君

前回の役員曾白決議に韮き臨時役員曾（役員中よ b推薦したる小委員曾〉を開き振興委員曾より白報告中食行

に替すべき案件に闘し審議を篤したち。

第五同役員曾

昭和 8年 5月 22日

曹長異国秀吉君

前官長 那波光雄君

副曾長 大河戸宗治君

常議員 内海清＆~君

山口 昇君

縞梓委員長草閃 偉君

主 事 平井喜久松君 牧野雅繁之丞君

協議事顎

開催日

出席者

君

君

君

一

盤

欄

間
背
中
章

元

須

米

国

那
肺原信一郎君

黒田武定君

一部七郎君

＊島良窓亮君

1. 講演曾に関する件

大月下旬講演官を開催するととふし講演者には最近精測を親察せ与れたる官員木津正治君，岡山田隆二

君及高圏織遺骨議κ出席帰朝せ与れたる官員田中盤君の三君に其目視察談を依類することふし期日及官
揚D決定は官長忙一任ずるとと。

2. 地方委員に関する件

本音に地方委員制度を設げ同委員により各関係地方白土木に闘ナる諸般四報告並に入官者出勧誘等を依

顧することふし其白人選其他に闘し協議を主主せP。

3. 常議員補選lこ関する件

常議員:lt斌戎君は今岡満洲園へ赴任せ島れたる怨常識員一名古来欠員となPLを以て其白補選に就き協議

せるも同君白星毒任期周僅舎に付晶白際仕補選を行はぎるととに決議せり。

4. λi星曾に闘する件

東憲君外 16者を准員に，大材質君を皐生員として入官方を承認L，曾員三輪経治君剤、－45及准員大規
一男君外 6名目退官を許可したり。

編輯委員曾
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第五岡編粍委員曾

開催日

出席者

昭和 8年 5月 29日

委員長草間 偉君

委員 'jlf 木有Ii 男君 九 世思
野口 誠君（高橋委員代理〉

協議事項

設君 中原審ー郎君

宮本武之輔君

1. 第十九を第四銃所設の稲田武雄君著「摂モーメ YIを受ける鍛筋コ yタリ F ト固形舗面部付の解法に

説て」及小津久太郎君著「抗座材の強制振動」の二論文に皆L討議依額先を決定す。

2. 第十九巻第五説及第六放に業報参考資料を温加す。

第五税金事i

結成JI附草原電孤鈴接昇開橋

第六概説明i

室蘭騨カーグンバー新設其他工事

参考資料

貯水池土堰堤申請上げ（板倉誠〉

3. 第す九巻第七競登載論文を下記の遁り決定す。

論説報告

官民 小室貌

准員工皐士大川 耶

備品盛力と努力を受〈る鍛筋コンクリート部材D男鹿力 官員工皐士加藤順吉

Theorie der R°＇柏 undihre Anwendun伊n Von Takeo Fukuda, Dr Ing., M訪glied

E韮電水路白方式と水流速とに関する経済的研究 官員 援本卓議

討議

鍛筋コンク v－ト部材白合理的断面白設計方法に闘する研究

コンクリ戸ト延礎の智梁の強度に及ぼす影響に就て

＊膝隠謹白漏水に就て

土匪計算の一考察

沈降速度目理論及安験

土鹿計算D一考察

螺旋司王排砂池模型賃験報告

棄 報

我園に於ける遣時.ra華道

参考資料

格子白曲げに就て

脆性材料の百l裂破壊に就て

四主主固定矩形版の挫屈荷重D般密解法

4. 論報に劃するメタルり件

官員工築博士小川敬次郎

准員 右川時信

官民工事士榊原信一郎

合員工準士

宮員工率士

官員工皐士

並川熊次郎

神原信一郎

中村光四郎

官員ヱ準士石井頴ー耳~

〈稲田武雄〉

（グコ

て ぷr ) 

前回にて決定せるメダルは銀製目玉量定なりしが剥査白結果製作非常に困難なるを以てコて之をプロン

ズD大型自ものとして再ザ調査白事

5. 第十九巻第四践に登載せられたる論報，棄損，参考資糾の謝植に闘する件

夫々階級及金額を決定す

6. 其他

., 
---:.11 
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抄諜が依然として振はざるを以で各委員より諮官者を督励すること。

日本皐術振興官0－~·及援助ir1illbiJl程を同骨より寄贈を受けたるを以て之を一般官員に知らしむる

係官官として全部登載のこと。

用語調査曾

第 37同用語調査曾幹事曾

開催日

出席者

昭和 8年 5月5日

幹事長 中／If 吉遊君

幹事藤井真透君

！皆島 茂君

主 事平井喜久松君

腐田次吉君

樫部 保君

青木楠男君 本間据長街宥

協議事項

1 分科倉原案

2. 分科舎修玉案

3. 鍵典内容撞載に就て

前同に於で審議せる結果K基き作製せる内容見本に就て審議せる結果次同迄に修Eせる見本作製自

材料及施工法之部（英一〕

土木機械之部 C共－），港時之部（共こ〉

上再び審議のとと。

4. 曾主主促進D件

未だ原案提出なきも自に就ては督促をなすとと，材料及施工法之部白幹事として立花失耶君に歪燭

するとと。

5. 工場合府諾統一調査委員曾に闘する件

藤井委員より同曾由経過報昏ありたり。

維新以前日；木土木史編纂委員曾

第8同委員組曾

開催日 昭和 8年 5月 29日

出席者 副委員長 民団秀吉君

委 員 者弁九介君

那波光雄君

伴 宜君

民島健三耶君

江揮甚

安重量脊ー君 小川織三君

牧 彦七君

遠藤元男君久野

需品 克己君賓月圭

幹 事 故野雅繁之丞君

定刻に至るや史料編纂所に於ける史料蒐集進行獄況報昔並に墜曾に；＆I附を受けたる資事干の窓援をJ'!OL下記事項

君

君

君

一

直

膏

那須草禰君

板井$生宥

を決議せ0o

I. 三党岡町委員合迄に各部門の目次作梨むこと

2. 内務技師池本泰児君を新に委員に依燭すること
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資料の詮附なき吾府豚市（提出方督促を矯すこと3. 

他其 〈
同曾の

創立20周年記念委員曾

大島満ー君

主主新三郎君

那波光雄君

丹羽鋤彦君

干升事久桧君

浦七郎君

元晋ー君

大河戸宗治君

黒田武定君

那須宰禰君

永田兵三郎君

原 全 路主主

前回呉市君

米山辰夫君

内海消詰1君

主里河内四郎君

丹治経三君

中山芳三郎君

野口寅之助君

置：島健三郎君

山口 昇君

昭和 8年 5月 22日

井上秀二君

池遜稲生君

草間 偉君

民団秀吉君

中川吉悲君

沼田政矩君

平山復二郎君

名井ブL 介君

長

員

員委
委

開催日

出席者

五位

長田曾長より創立 20周年記念に闘し説明あり，次で費行案に就き種々防織を錆したるが更に下記諸君を以て

特別委員を組織し具盟案を作製次岡の委員曾に於て協議を待すことムせb。

作君平長宮定君武回黒一君音量島大

ニ君

三君

一君

秀

織

俊

上

川

原

井

小

萩

委員長

委員

第 18間観察強行

静岡悶擬下に跨り第一説昭和 8年 5月 6日より 7日に亙h本禽第 18同エキスカーシヨシとして神奈川，

図随!JI':·修工事，熱海線泉越隆道修築工事及工王~fil捗せる丹那隆道並に駿豆鍛皇室税式曾枇経管箱根自動車専用道路

の観察放行を震す，参加者 112名，近来の盛曾であった（観察校行記軍基照〉。

C昭和 8年 5月 11日土木事曾誌第四省第 4鏡設行，E定規の手績を了L翌 12日之を各脅員に配布せり。

O同年5月中に於てλ曾の手績を了L名簿に登銭したる者下記のjiliりくO印は鴎格を示す〉。

林谷喜興治君夫君明日カ功~（君：高k藤0遺夫君巌弁糸准負

ーム－＂

。同年5月中に於て寄贈又は交換を受付たる雑誌共他下記句麗り。

帝国皐士院

日本建築士曾

日本動力協官

鹿児島県高

電気E書官

銭泣技術枇

日本主皐曾工皐論文要最最強行所

農林省林業試験所

主主涼局

帝園皐士院紀事第 9港第 4il据

日本建築士第 12巻第 4;J晶

動力第 23!J< 

昭和七年度農村振興土木事業宜績

電気拳骨雑誌第 53港第 5加

織選技術第 7港第 5競

工革論文要録第 1港第 1競

森林治水気象議報第 13競

試験研究項目要覧第 4都
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記念論文集第 2!if' 

業務研究資料第 21~星第 9～13 披

官報第 34巻書評 5銃

衛生工業協曾誌第 7港第 5就

満洲技術協官誌第 10巻第 55抗

日立評論第 16巻第 5披

清洲電気協曾曹釜章第 l8競

日本鉱業曾誌第 49港第 577競

土ホ建築資料遁信第 273競

都市問題第 16巷第 6競

工事ぬ友第 5斡

東京工業大皐皐報第 2＠第 4～5量産

工業現勢第 E巻第 5擁

工皐院同窓官誌第 35港第 6抗

織と銅第四年第 5披

日本電力株式曾征十年史

帝都復興祭志

曾

工業化皐雑誌第 363編第 5知及同欧文緩

生産骨理 6月量産

土木建築雑誌第四港第 6競

械減皐曾誌第 36港第 194競

日本工皐輯報担鍛第 9巻

棒殊錦織ニ，テンザイルに就て

ま量船協曾雑纂第 133銃

エ皐 No.226 

セメント工業第 23港第 36H虎

建築と赴曾第 16梓第 G競

務

名古屋高等工業手投

錨遺大臣官房研究所

帝圏錨遺協曾

衛生工業協骨

満測技術協曾

目立評論柾

浦~I電績協骨

日本鎖業曾

土木建築資車、信血信祉

東京市政調査官

朝鮮土木工友曾

東京工業大皐

東京工業大祭工業経消制査部

工皐院同窓曾

日本銀銅協骨

日本電力株式曾軍士

東京市役所

工業化皐曾

生産脅王里腔

シピル世

機械拳曾

皐術研究官議

日本ミツケル情報局

誼船協曾

東京工皐挺

セメント工業祉

日本建築協曾

63 
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曾 告

下記用語調査曾第十三岡幹事令室長決定致L候問御意見倹は U別紙相蛍欄

に御記入の上 7月 31日迄に蛍皐舎へ御返還相煩度此段得賞意侯

備考

用語調査合幹事長

各位

第十三岡

用語調査舎幹事舎案

土木機械之部（英一l:J._7語〉
港湾之部 f共二 9生議主

l'. 用語調査曾にて審議すべき用語を下記部門に分割L各雄官幹事を定む。

河Ill，水力電気，上水誼，下水誼，ホ理，砂防，港海，道路，軌蛍，都市計重，材料及施工法，膳用力争，

橋梁及構造物，餓逝，lM量，土木機械

~－ 本幹事官集世名揺嘗幹事が原案を作製L幹事分科書にて討議したる後幹事官陪て立を審議L之挙民就

き委員D意見を求必更に幹事曾にて審議せるものなり。

3. 用語に遁宣誓拐を附L且ヨ見出しは主名詞（英語〉白韻字を探P整理に使せP。

4. 用語はH，英，碕，傍白 4館周語と I.A冒漣語白頭字は大字となす。

与 各国語中 2種以上ある場合重要なるものより書き下L飴り重要なιざる語は（ ）中に入るふとと。

6. 濁，館雨周誇白性別陀は （m),(j), (n）を用ふ。

7. 用語中にある仮名は平偲告と L定義解糖中にあるも白は片偲告とす。

8. 定義解韓中「 」同町器は用語として別に定義1梓穣せιれあるもDなり。



語 定義解棒｜舎

「あすふあるとー鋪装刑）

ノ諸材料ヲ加熱混合スl
＇＂装置 ｜ 

土木機械之部

五；：－－
No. 1 I日

f共ー〕

用

lあすふあるとj見合装置
ベi英 iaephalt mixing pl肌 t
M I I 

予l竺l十戸竺土空！
偽 malaxe旧r（問； a. asr h:ilt<> 

日l室組欄
英 Iair compressor 

濁 ILuftkompr側目（m)

偽 Icompresseur （叩）州

日よ：－ {J> 

:No. 2 

A
及
C

百0.3 

英 iboom 

B I ~<hfil 
No41 ~竺＝＝
英 Ibucket 

B !-;-I瓦Jよj←

己目白？）

慶治会日長年一l

「臨機」等＝於テ荷重！

lヲ吊リテ同車事シ得ル抗i
鹿材

官＝＝ニニニー一

員意見

官。 I



土木機械之部 （~＇（＇.一）

種別｜ 用 語 定義解稗合員意見

I 「ばヲち混合機」ヲ用ヒ！
, No. 5 ］日！ばョちゃ｛ぷらんと
I_ 」－ － jテ「とんくりー主」7作i
｜ ル場合一間分ノ所要材l

B i英 batcher pl削 i料ヲ容積叉ハ重量＝依i
a 及｜一一寸一 一：リ一定＝言十量スル装置l
P I I 
1濁｜

偽｜叫e（肌） de…制
｜ ｜ 材料ヲ器内ニ投入シテl

No. 6 I 8 Iばョち混合機
｜ 練リ混ゼノ作業ヲ行［

｜ ヒ，練リ上リノ「とん

笑 lb山 hm江甘 くりー止」ヲ取出シ？＇：

I ！ル後新グニ材料ヲ投入l

濁 iPeriodenm凹 her(rn) : ，；，混合作用ヲ繰返ス混｜
¥ －一一一一一一合機

偽 lmnlax eur I m）白ltas 

No. 7 I日［ば山間

英 lbu ekeもdredger（英）
I ladder dredge （米）

濁｜町田町ba銘町（111)
I Eimerkettenbagger (m) 

偽 Id附（／）邑伊

百o.s I 日 1倒即型問

B l英 lb刊 lm
及ト一← 一
Ml濁i

I nalaxeur (m) de forme 仰い bou

B
及
M

B
‘D
及
L

ヲ

ば

フ

ナ

」
打
沿
ヲ
’

吋

J

h
捌

け

シ

｛

ば

給

だ

ツ

「

連

ら

シ

ノ

ェ

と

ヵ

数

欣

ヲ

動

船

多

環

け

テ

ス

素材ノ投入ト練上リ｝

「とん〈りーξ」ノ取出｜

lヲ同一日ヨリ行フ徳利！

型ノ「とん〈り－e: ~混l

合機

No."・ 

一週



』

土木機被之部 （共ー〕

J号JJJJ_: _ft! 語 定義解穂｜合員意見

No. 9 8 ＇－~関土訓告 l「ユ罪叩Jレ土
B ：英 b山 h

Jき卜一一一一←一一一一 一一 l ｜ 

且 ii濁 Klapprahm（叩） mit ' 
1 Bod四 l勾 p凹

；偽 l chafand （刑） a clapet 

No. IO，日 （べるととえぺやー

B l英 lbelt conveyor 
及ト l

C ! ~I B拍 d側目er(m) 

げ般的nrroie（／）廿吋orー
もeuse

No. 11 I日 Jぼ－ 9んじ機

l一一一一
B ト英lboring n山 hine
及ト←l 一一一一一
M I ' 

｜濁 iBohr maドchine(j) 

！ムlm山，：~／）－ap町ce~－
No. 12 j 日 1ばけっとらだー

n ；英 bucket]add打
事：－－－＇一一一－
LJ I一戸町leiter(m) 
l備ielindeσ） 

｜草，ごむ又ハ金属製ノ

iベると＝テ連積的ニ材
l料ヲ運搬スノレ機械

｜地質調盗ノ：馬地中＝穿

1…居ヲナス糊
ヲ抽出スル機織

！没深般若クハ掘盤機＝

1於テ環！／｝（ ~連結セ JL

~I 「1£けっと」 7支持ス JC

i :f!llif:P #1 

百o.3. 

・・・・圃圃



見意員曾事畢

3枚若クノ、4枚ノ翼ヲ

l有スル「ぐらぶ」

解義定

土木機械之部

恒「~－－一苧
No. J3 j日｜叫んぢぴーる附っと

（共ー〕

l船底若クハ般側ニ扉ヲl
有スル土jfil船

架空索僚＝ヨツテ材料l

ヲ運搬スル装置

船側ニ扉ヲ千了スル土運l

舶

濁｜

偽 iescavateur (m) 

←一一一一一一一一

日： I系H:!i土迩船

主主 Ih barge 
~I HVl 

溺 Klapprahm(m) 

悌 Ichaland （叩） it州

日I1即l闘士糊 ！ 

英 sidehopp町 barge

濁 Klapprnhm(m) mit ! 

Seitenk!appen 

悌lchala吋 （rn)a cl明 ts
I h‘仏府巾L吐巾削t白回e剖叫r口凶削．屯刀i¥し

日索 道 ｜ 

英 lcable WaJ 

濁 lKa belweg ( m) 

B

、0
及
P

No. 1 

No. 16 

c及
W

No. 1 

B
及
H

B

、s及
H

rne a eable (j) aen 
［偽 1

→」4以

No 4. 



__ ［＇竺竺

空~子

見
一

意
一

員
一
舎
一

穆
一
併

解

τ叩ク
義
一
万

定一一立」

言苦

（共ー〉土木被岐之部

I事百0 1; 

l英

し一一

！濁IKran （悦）

ι1 grue (J) 
日 1叫んぷ

l；英jcentr出 galpump 

l濁） Kreiselpumpeげ）
叫 iZentrifugalpumpe (j) 

重量物ヲ持チ上ヂル機

械

c 

No. 18 I 

crane 。

l遠心力ヲ利用シグルl

「l~fんぷ」
No. 191 

P
及
C

l u くトと混合機
英icon ere…r 
（濁IBetonm山田chine(f) 

l柚 Ibetonni色re(f) 
！叩 i皿ala玄eur（肌.） a beton 

「Rんく U【主」ヲf乍ルl

f完共材料ヲ混合スノレ機｜

械 i

！備 pompe(j) centrifuge 

No. 20 1 日

M
及
C

No 5. 

L 



語 ｜定義解事幸

福函亡ζ三万二
iと」ヲ作ル混合機

（共ー）

意
ノ＆、，

官

:1:-1（機f'J(之布、

種別｜

No. ~1 ' 

見員用

主基綴混合機日

malaxeur (m) a fonction:! …t continn I 
iくり－<1:JiI1介検

coηtinnous mi文目

Durchlaufmischer (m.) 

英

1萄

M
及
C

｛弗

角形i毘令機

cube rm玄er

濁 l

日

英

No. 22 

M
及
。

malaxeur (m) de 
forme cub1司ue偽

困錐形ヲナセル「とん

くりーと」混介機
闘錐形混合機

｜英lco昨 ni

瀦

日No. 23 

M
及
C

i悌 im山叩（m)de 
, forme conique 

「とんくりー主J7樋~－

依リテ配送スル塔
乙ん＜ 9ーと配給i'il'No. 24 日

mvb

一
J
V

一

日
旧
一
叫
い
一

円

山

一

m
山
一

回

一

切

出

一

d

T
一
問
加
一

t
e
一

1

3

一

叫

W

一
唱
曲

問
的
一
加
刷
一

町

一

h
b

一

白
一
濁
一

c、
D
及
T

r
 

ρL 
I
 
－
 

－ιυ i
 
r
 

もs
 

l
 
〈、
a）
 

舟
オ
ノ（
 
r
 
1
 
1
 
0
 
t
 

偽

No. 6 



土木機械之部（共ー）

種別 用 三d全可首- 舎 員 意 見

No. 25 

c ご4出~ : ~~~~： 
及
s I 相判 I S~huttrinnen J{) 

Grn田rumen( 

偽！山ぴ）

No. 26 日 せめんとがえ
もるたる吹イ寸核

盤紡£；集ヲJ/lヒテ「も

るたる」ヲ吹キ付クパ

英卜em山 11

機械

c 
及G 

濁［ Zem阻止anone(JJ 

偽 icanon (m) de mortier 

No. 27 日l無Sャ限1c.ぴ軌ら道ー 多数ノりんくヲ連結シ

テ王量鉄トナシ，之ヲ商

端ノ；車輪＝掛ケ，一方

ノ車輪ヲ同車事シりんく

ヲ軌道トシテ車髄ヲ進

退セシムル装置

No. 28 日！でbっく起重機
「ぷーむ」ノ；旋回及共ノ

上下ヲナシ得ル「起霊

英猫l 竺Dπi c: b一an (m) 
機」。

及D 

偽 grue (j) derrick 

No. 7. 



土木機織之部（共ー〉

用 語 曾員意見種別！

No. 291日｜…3

~1出 i拡丸
号l獄IKi ( 閉 ） 

同卜ゆ11（制） basculant 
No.却i日ーいあす起職

l英同ぃane
濁Ifa山山an（明）

ー｜偽同…白
川！日｜砕石機
英卜加…曲目
濁l山 rech町（肌）
偽！…enr(m) 

防犯｜りかだん起鵡

英 Iti句一

濁｜山由l（刑）

l偽Igrueげ）向

C
及
G

C
及
S

C
及
T

No. 8. 

定義解稗｜

車位ヲ傾ケテ積載物ヲ

下シ得＇＂車

石塊ヲ壌シテ椋石ヲ作

ル機械

水平＝旋回シ得ル長キ

あーむヲ持ツ移動起重

機，主トシテ防波堤築

l主主＝使用セラル

一一



一一

土木機械之部（共ー〉

種別 l 用 語 合員意見

No. 03；日｜空気飢ふ。か～

~· ：~－~I~ア竺一一｜
I& I 

古 濁 11 Luf •pwa 

偽 lbas巳1ユleur（γ n ） 
pneumatique 

！ 1指鉢形ヲナセル胴鐙ノ
No. 34 I 8 ：廻縛碑石機 I 

｜ ｜内面＝テ廻樽部ガ偏心

｜運動ヲナス「砕石機J
c ；英 gyratorycrusher 
及一一一ー一一 ー一一一一

' drehbarer Steinbrecher 
i濁 i (m) 

j偽｜∞日伺回e山）邑 cone

No. 35 ！日（鰐型砕石機 ｜ I 1問主tセJC鰐板ト可動ノ
！ l跨板ノ閑エテ石塊7噛l
「一「一一一一←ー←←一一一ー I＇砕ク砕石機
c I英 ijaw crusher 
琴 j----i
.} l 濁 lBackensteinbrecher （悦）

l品 Icone田曲目（肌）邑
j "" I machoire 
I, －「一一←ー一一 I 

恥即日｜ぶれ－~砕石機 l上端ヲ蝶番トセル可野
｜ 1』号板7有スノレ「鰐型砕l

｜ l石機」
c l英： brake err 
山一一一一

百（濁l
l偽l…

1'10「e:

L 



土木機械之部 （共ー）

種別 用

どョぢ、砕石機

語

No.引日

c I英
及｜D , 
｜濁！

｜偽

dodge crusher 

concaseeur (m) dodge 

機重起
山

川

る

口
ぶ

山
一

L
U

ふ

J

a

b

－

c
 

日

一

英

鈎百

c 
濁 IKabelkran ( m) 

［！？（ッ）~~~~le
No. 391土i＿－：＇ ·~li二

英！ dipper 
D ト－ -

濁 lLo宜el（叩）

f弟 l cuiller CJ) 

No. 40 1日 どらぐらいん

i英 ld四gline
D i一一一一一 一

l濁 jEimerseilbagger ( m) 

i f弟
No. 10 

定義解稗 i合員

｜下端ヲ蝶呑トU 可動1

11号板ヲ有スル勝型砕石1

1機｜

意見

一
重
重

一
荷
起

一
テ
「
リ

ル
ヨ

ム
ニ

シ

一
候
セ

一
索
勤

一
室
移
」

一
架
ヲ
機

掘重量用「1:1'.けっと」ェl
シテ，普通底部＝扉ヲl

l有ス

~1「川崎 j一一
レル「ばけっと」ヲ鋼索！

ニヨ宮テ引キ寄セ地上i

！ヲ掻キ取ル「掘撃機」［



一一一－ ・"' 

土木機株之部 （共ー）

稜Jjlj 用 言吾

No. 41 I日どらり

英 chum

D I －「 一一－ー ← 

l＿~JT…ー！？）
偽 lもnmbour（悦）

一一一一一一一
No. 42 I日 lでC<O> /;J:o白波告書締

D 

英！ dipp世 dredger（英）
'! dipper dredge （米）

濁 Liiffelschwimmbagger(m) 

偽 ldrague (j) a cuiller 

No. 43 I日 波探知

D 

英 ldredger （英）
/.dredge （米）

濁 iBagger (m) 
: Schwim血bagger(rn) 

偽 ldrague (j) flotぬute

定義解稼

l「起重機」スノ、捲揚機ノ

一部分エシテ，悶l筒形

l或ハ鼓形ヲナシ，鋼索

又ハ銭鎖ヲ巻キ取ノレモ

l 

長キ柄ヲ有スル「て、い

っぱー」＝テ竣俊作業

ヲナス「竣諜般」

l水底ヲ掘リ取＇＂舶

I r ；「ぽん減糊」ノ吸水1No 44 I日 1ど＇f,仁ヘョと
｜ ！管ノ先端＝取付ヶ締ヲl
i 進行セシメッ、水底ノ
英 ldrag head l地盤ヲ掻キ取ルモj ' 
卜
D
及
H 濁

偽 ecope( m) draguese 
crepine (/) trainaute r 

合 員意兄

氏。 11.



土木機械之部（共ー）

種別 l 用

No.品 目 iどbムプト

英 drifter

D Hートー←

濁｜

偽 drille （制）

Z苦 定義解穆｜令員意

強力ナル需主岩機ニシ

テ，主トシテmu干し＝使

用ス

I i I 

!No. 4fi；日 ぐらぶ波探知 ［「ぐらぶ」列IJフル［波
町 ; ' l諜附」

；国詰strf私潟
万 ｜濁lGreif bag富田（m)J蜘 (f)a machoirs 

, a Iぽんぷ附

、｜英ISUぬond時 er 犠！
日 , I hydraulic dredge （米）

瓦［濁IPu山姥ger（悦）

~：偽＼~ぉ：（j) ~sE；羽田
N i i マ U ヘーー－a剖｜日｜主ρ持品

l英（伽蜘r
E 

［濁 IAnfzug (m) 

！偽卜liivateur(m) 
No. rn. 

「i品巻（＇fんぷjニテフムト

共ニ水底ノ土砂ヲ吸ヒ

揚グル「竣諜般」

見

ト



ー ァ →ー で一 二一二て二二二三二3 E二二

土木機械之部 （；！！；一一）

種別 用 語 l定義解樺 i舎員意見

日日｜掘撃機

英卜xcaYator
E 

濁（附（m)
偽卜xcava川 l)

No.回目 Iばけっと掘襲被 多数ノ「ばけっと」ヲ環

I 欣ユ蓮華.~＂＇＇之ヲ「ぼ
E I bucket excavator けっ圭らだーJ~沿フ
、 英 Iladder excavator テ動カシッ、抱繋ヲナ

B 機織 ！ 
及L 濁 I日merkette.l ス

¥ Tro蜘 1bagger(rn) I 

偽卜羽田at叩（吋邑 godet 
No. 51 日 I溝渠掘撃機 溝ヲ掘Jレ「掘繋機」 i（ 

E 英トenchex 
及T 濁・； Kanalbagger (m) I 

偽川町
No. 52 日 I：車輪型掘撃機 大イナル車ノ/NI周ユ多
I 数ノ「ぱけっと」 7付

I h 之ヲ廻椋シテ掘盤
E 英 I,,.1凶
及
W I I 
溺山ugger（日） I I 

:No. 13. 



見意員舎定義解樫

l走行シ得ル二ツノ塔ノ

｜間ニ索保ヲ張リ，之ヨ

i v吊リ下ヂタル「ばけ：
j勺と」を鋼索エヨリテ1
1一方ノ塔＝引キ寄セツ！

、地上ヲ援キ取ル「掘i
i撃機」 ！ 

i地盤ヲ掘リ起シ又ハ勾l
i配ノ整形等＝用フル機｜
l被

種別｜

No. 53 I 日｜塔型掘撃機

！；英加W目印ca刊初r

濁！日rmbag伊 （m)

偽 ldrague (.f）瓦 tours

~0－~：訂瓦
英 Igraa目

言吾

〔共－）

用

土木機械之部

E
及
T

？をー

G 

もるたる注入機

偽l

州日［
｜英［ grou七mixer

mortier, 

l柱叉ハでりつく等ヲ餌｜

lレザル抜張レル制 ' 

Ze皿eutinjektor（叩）濁

G
及
M

白
U

Y
 d
 
）
 
Z
 
m
 
H
 
（
 
r
 
u
 

白ρU
 
ρ
 ．J 
E
 

－－ 松叩｛
 

綱克； 守口

英： guy 

日No. 56 

η
 

V品hr a
 

、AS
 
ρ
～
 

F
 

濁

G 

｜悌 icorde川凹tel
, gui (m) 

ー」

首0.14. 



土木機械之部（英一J

一一

語

二；：；~1~：らぶ

ii＿~~ 
··~~） 
l出

戸~g爪〈以
i 1~~·~·~·b 

G
、w及
T

G

、S
及
R

見
一
意
一

員
一
合
一

一
ヲ
上

経
一
明
昨

解
一
蝶
相

義
一
如
吋
兵

一
若
シ
器

定
工
業
閉
ル

↑
二
関
タ

一
刊
一
瓜
一
ノ

f
J

一
製
ぷ

一
銅
ら

一
部
ぞ

一
会
「

一
ガ
ル

一
翼
ナ

ー一一一一一一一ー～一ーーー一一一一ーーーー「
l翼ノ下宇部ガ銅製ノ爪l
lヨリナル「ぐらぷJ I 

l一保ノ索若クハ鏡7使l
j用シテ翼ノ開閉ヲナスl
l「ぐらぶJ ！ 

No. 15. 



土木機被之部 <;!J;ー）

種別｜ 定義解緯｜

｜ ー ノ索若クハ鎖ヲ使！
日｜複索型ぐらよ ー 士羽一一 ｜ 
I 用シテ霊ノ開閉ヲナス｜

英 Idou山内 h ' 」 ! 

瀦戸孟函J
偽いiller(f) a deux ca blesl i 

日1泊コザー ｜「（'fんぷ竣糊」ノ吸水i｜かョ 12- I I 
十 ι ｜管ノ先端＝取付ケ，之｜

I iヲ同特シテ土砂ヲ切取
英川町 head iルモノ

濁i…ekoが（m) : I 

偽同時柳川） , I 

日｜でUつ叫んどる ［~；国~，~~~＼
英 I~：話：~ ~:i~dle 協定柄 I 

猶 ILoffelarm n) ; i …山 decuil!:-, I 

｜ ｜動力ヲ使用シテ材料ヲ！日｜物揚機 ｜削 J 叫川 i 
｜ j吊H揚ゲ叉ノ、押シ上グi
｜ ！ル機械
英 Ihoist , , 

Hl~~，~－－1 

偽 I；，出口ぷ（m)

用 2吾

No. 61 

No. 62 

No. 63 

百0.64 

G

、D
及
R

c及
宜

D
、
日
及
A

合員意見

No.16. 

－~ 



一一一一一一一一 泊

ー一

土オ之機械之部 〔共ーJ

種別 用 三ロ五ロ 定義解務｜合員意見

No. 65 
(1）「俊諜舶」及「土運｜

lまョばー
。舶」ニ於テ船扉側ヲ有若i！ 

犬すす I gi ~~~~町r 
クハ船底＝

H 
シ即時「

濁 Ig! i~l~~：il~mも.riir'も）er (m) 
スル場所

(2）漏斗紋ヲナセル材

料受入レロ

偽Igi開tre巾mi':/.r;>
のつづるヨリ放射セイNo. 66 
メダル水カユヨリ地盤

H 英I~~~~~；ic giant ヲ破棒ス｝＂機織
、
G 
及
M 

偽トxcavaお旧同）邑jetd eau 

No. 67 日lc!Lくトと問 「空機と織気ん＝くヨりリーテ止吹」主ヲ主座ス縮ノレ｜ （ 

c 英｜…山r
及
p 

No. 68 日lいなんでーだー l~~~f：~！~I 
， 

I 

英Iinnundator 

No. 17 



土木桜械之部（共ー〉

立γ四

j瓦］叶~~~r 川仕組｜
No. 72 

官l濁I I 

用 語

一一
一
軽

蒋
一
日

解
一
棚

ii
一
テ
機

義
一
チ
孔

一
持
穿

正

一

ユ

ノ

：
一
手
量

糊ノぷんぽ巻渦

園筒形ヲー叫

くりー主混合機」 ｜ 

No. 18. 

－~ぷ



土木機織之官Ef共ー〉

種別 語用

恥 73I日｜可傾式問

英 i:m~~g… 
濁l
ーい駒山e(j）同1lant
No. 741 81糊式問

英 I1川町g

引
五弟 lb山山iere(f) non bas-
い叩l culant 

o. 751 a I操縦鎖

英トm…時 ch山
濁Im…ket加び）
偽 Ichaine (J) de皿an田uwe

戸市瓦了一

支出……nch
w l狗 i皿anoverWinde (f) 

同町I加） de m印刷

M
及
T

M
、N
及
T

一一
一
リ
出

穆
一
上
矧

－a
e
A
l」

解
一
一
ア
ル
」

l

一

ケ

－

＃
k

義
↑
傾

J

創

一
ヲ

J
U

混

定
一
鵬

U
P

－－

－
l

I

i

 

胴鑓ヲ傾ケズ皐＝取出

シ樋ヲ傾ケテ線上リ

「とんく bーと」ヲ取出

ス「混合機J

M
及
。

「竣諜般」＝於トテ波様作

業ヲナス矯船艦ノ位置

ヲ勤カスニ使用スル鎖

「操縦鎖」ノ巻込ト繰出

ヲナス「ういんも」

No 19. 

l 



土木械械之部 （共ー〕

種別 l 用 語 i定義解糠 舎員意見

瓦7日寸玉三一一一－！附Z ,. P味山位

! ~ 1 ·~山 民 （日ルF 廿同局

p l英Iai配h悶geがpe I 
及 i j 一一一一一－I
D I濁 lD巾 k叫 rcm.i I 

!-; I tuyau （…4 
No. 781日l吸込管 lいノ附
~ ｜英卜1山 ipe ~1 
~：濁 I Saugrohr （偽）

l悌l七uyau（叫） d 
(No. 79官J除）

百O 剖 l日i草働布師はλま－ ! Blキ揚ヂ＝滞気力ヲ
I I l用ヒ落下ハ自室ノミエ

P, 1英 1叫 h出世噌が凶ammer）ヨルはんまー
S I i I 

霊 J~leinf叫wirk吋｜
l明 j Ram皿hamm目（m) ! 

i偽l釦llll地 (f)a simple effe~ 
一！日（複働杭打山一（吋ヂー蒸気力ヲ
I I ｜用ヒ落下＝ハ自室ト蒸｜

ベ｜骨idouble国 t叫がlehr血用カトヲ併用スルはん
D （フ屯 lllぞr ｜まー

A I いてf 『で－「

~I 濁叫k~よい岨er ＇川
ド弗 色叩

No. 20. 

一今唱

一一



士木機械之部 f実；ー〉

種別 用 語 定義解務合員意見

百0.82 日 l機カしkべる 動力 z ヨリテ操業スル
しょペる ! 

p 英 pJWer shovel 

及
s 3謁 l¥1echanischer

Loffelbagger (m) 

悌＇ pelle (J) mecanique 

No.邸日 I；抗打機 杭叉ハ矢板ヲ打込ム機

I 娩及共装置

p 英 Ipile div 

及D ' 
濁 IRammaschine (f) 

保 iso山

No. 84 日｜ペ』ばー 自動装置中ルピ
｜ んくりー止混合j創エl

｜ シテ，機館ノ動ク方向

英 ip肝 er ニ材料投入口及「とん

p くりーと」取出口ヲ有
濁 lStra田enbetomer-
I ma田hi田 (j) スルモノ

偽 lpaveur (m) 
No. 85 日 I抗争Tはんまー 杭又ハ矢板ヲ打チ込ム

｜ はんまー

p 英 jpile I羽田阻er 1 

及
H I 
濁 iRammhammer (m) 

偽 Imouton (m）…ette 
No. 21. 



土木機械之部（共ー〕

種別 用 語 舎員 意見

No. 86 打チ込ミグル杭叉ハ矢

板ヲ抜キ取ル機械

p 英Ipile同
及D 
濁 Ip帥山

偽Iarraい
No. 87 

「ほ．んぷ後世長船」等＝於

テ距離遠キ鴛l個ノ限。

英卜川町 んぷ＝テ王室泥シ得ザル

p 場合主主主柴姑ト吐口トノ

及R 
中間＝設クルぽんぷ

偽Ipomp (f）…“mire 
日日 I~h- どぽ iぶ 水ト共ニ土砂ヲ吸ヒ揚

グル「ぽんぷ」

p I英卜山u町
号濁 IBagg町内 (f)

偽トompe山ぬle
路盤叉ハ路面ヲ駿墜ス

Jレ機械

R 

英卜回droll
濁 IStrassenwalzeυ 

偽卜ouleau（叩）
No. 22. 



一~一一ー司『 『－ーーー可

土木主主紘之部 （共－）

種別｜ 用 語 定義解緯 舎員意見

No. 90 ［日l路面仕上機 路面殊＝「とんくりー

R i！~ ¥r…sher 
及F I濁 I自問se蜘

偽 Ifini蹴 ur(m) deぬ問自供

No. 91 日！水中砕岩機
重鍾ヲ上下シテ水中ノ

岩盤ヲ破砕スル機核

及c 濁 IUnte目的お
Felsenbrecher ( rn) 

偽ld岳r叫 euse(/) 
No. 92 日（たんでひろ十

2伺ノ：車輪ヲ有スル「道

路ろーらー」

R 
英itandem roller 

及

T 濁 l[ Tandemwalze (j) 

l悌 Ir叫c~~fi1d~m朗) a deux 

No.へ日lまかだむろ－ i; - 3個ノ：車輪ヲ有スル「道

路るーらー」

R 英 fm吋 m roll目

量（猪［n叫叫げ）

偽I rou~~1fi1~；~s 邑色む帥凶ro叫oi

No. 23. 

L 



…一
蒋

ト

解

即
義

欄

叩

定

新

い

前回｜止？？ 索＝ヨ官テ吊リ揚ヂ叉

ハ吊リ下ゲ得ル底開キ

或ハ可傾ノ材料運搬箱

I 

相暗上ヲ走行スル汽カ

s及
R 割

しょべるコシテ，車種

ガ同縛セズぷ｛むノミ

約即同特スルモノ！

No. 24. 



一

土木機減之部 f兵一〕

ζ種別二｜｜ 用 語
定義解縛 i合 員 意見

日｜でベるし凡
丸←ぜる機慨を勤4
トスル「しょべる」

日
英Idi朗吋ovel

及

溺 IDi田叩
D 

偽 Ipe恥 (f)a mo町 rdiesel 

No. gg 
日｜電気しょ

ペる，一般＝外部ヨリ

英卜lectr山 vel 電力ノ供給ヲ受クルモ

日 ノヲ云フ

及
E 濁 Electrol6ffelbagg<ir(m) 

保Ipelle (j）岳lectrique

No. 100 日lでいぜる電気しょ 機艦内＝於テでい～

る機関ヲ用ヒテ後

s 英ドieseld帥 icぬovel． 
ょペるD 

及
E 濁l町田叫ーl

bagger (m) 

備 Ip叩…。
吾l que de diesel 

No 101 主主操船蒋クハ水中穿孔

般号主ニ於テ量百種ヲ安定

英Ispu スル主主＝使用スル方形

或ハ悶形ノJ住
s 

濁片山

偽 Ibequille (f 

No. 25 



土木機械之部 （共ー）

種別 用 語 定義解事畢 舎員 意見

百0 102 「でいっば』はんEる」

ノ出入運動ヲ有セサソレ

英卜回目的
「蒸気しょべる」

N 
及
日

偽ドerr…（m

No 103 
日 f島主固め機

路床ヲ揚困ムル機械 i 

T 英｜随一山

及
M 

傍 Imachine (f）邑 bourrer

No. 104 材料ヲ積載セル寧ヲ曳

ク索引率

T 

英 Itractor 

悌 Itr田町加）
(No. 105自l除）

No. 106 
日 Ij 4m~自封

T 

英 Itru 

濁！ Gepackk町ren（刑）

偽ト叫（m)l

No. 26 

ー」



.L一一一一

土木機械之部 f共ー〉

刷 用 語 i定日韓｜日意見
No.即日 i12'1.ぶらー 淡諜機，「掘撃機

I 無l且軌道等＝於テぼけ

英 Itumbler っ主活クハbんくヲ岡
｜ 椋セシムル金物

T 

務［ Tur拙い

偽トambour(m) 
…日｜軌道移動機 一勤スル糊

T 英lt吋 sh首ter
及

自濁IRan…chine (j) 
偽｜叫e(f) a ranger 

No.109 日｜同轄節 問レ国l筒形ノ飾

英トrommd
T 

濁 ITr岨 melsiぬ （n)

傍卜amis（問）弘山ur
恥旧日 lとれーらー 材料ヲ蹴シ索引車＝

I F骨随車 ョリテ~Iカノレ、事

英Itrailc 
T 

濁い11山 agen（問）

係 Ivoiture (j) de r叩 le

No 27. 



土木機械之部 〔京一）

種別 用 語 l定義解緯 i
作一一一一一； ' ' ' 
I I ｜水中隊岩胎ノ重鍾ヲーl

N仏 111I日｜水中がいど i i 
｜ ｜ iピT 黙エ落下セシムル｜ 

I I : 1奇3 水中＝立テルがい｜ 
u l英； Iunder m胎r忠1ide Iど l

！溺lun加 eischo
偽 Iguicre ( m) so…m 

No. 1121日｜ういんも

i英｜向ch
w i i 
濁lWinde (j) 

併； I trenil （叩）

」一一「一→
前町日｜たーぴんぽんぷ

！英 Iturbine pump 
P ; I 

及！ I 

T f溺 ITurbinenpmnpo (f) 

｜偽l門 (f）瓦 turbine

l日｜ぽるルトI i幸康ぽんぷ

p i到抑！so血叫
I l筒 IPulse血 eter(m ） 

l偽いls叫（悦）
No. 28. 

「どらむ」b鎖或ハ綱引

昔日へ重量物ヲ捲キ寄セ！

iル機械

導キ羽根ヲ有スル「渦i
谷ほBんぷ」 ｜ 

：密閉セル器ノ内＝蒸気｜

（ヲi幻此繍ニヨリテ（
生ジタノレ異室ヲ利用シ｜

｜テ水ヲ吸ヒ揚川崎｜

｜再ピ器内エ蒸気ヲ詮リ｜

｜共底力＝ヨリテ水ヲ排1

l出スル山」

合員意見



土木機倣之官E（共~J

積別 l 用 語 l定義解務 舎員意見

No.nsj [J j膜回目ふ 醐F醐悼~＂ 9 
テ揚水スルほ巳んぷ

p 英Idiaphram p叫
及 i
D ~胃 Diaphragmapumpe (j) 

防 1161 日｜曳船 他門ク船

T 英卜ugboat 
及

B 濁ドc叩
偽I1'€1110山（刑）

グルモノ

英Ifloati略目ane

濁（保山
偽Igrue 

推進機関ヲ有スノレ「竣l

糊」 l
良心elfprope山
自濁l｜日chacl叫bagger(rn) 

｜偽 Idrague （川ine
No 29. 



土木機械之部（共ー〕

積guI 周 語 l定義解韓合員意見

No.119 日｜鍍孔般 l水底ノ岩盤崩Lユ使用
スル吋ヲ据付ケ？＼

D 英 drillboat 

I I 

百0.39. 

」



一＿］ E二二二

港湾之部〔共二〉

種別 用 語 （定義解蒋 J舎員意見

一［日lばけョと搬船 1「ばけっ主J7以テ竣深
スル「竣深結」ノ線稽，

英lbuckBt drBdger l時＝「汲揚竣深始」ヲ裕

D スJレコトアF

及B 
濁 fEim叫明er(m) 

悌l叫 ue(f) a帥 t
No 96 
日i同様般 「起重機」ノ瞥＝掬揚

！「ばけつ占」ヲ釣リ繍

閉及上下動作品ヨリ後

D 
英＇！ clamshell dredger ｜諜スル給

及c 海ドre山 er( m) 
偽 I d叩 e叩（j) 阻叫叫ac.制紬仙山cl仏伽釧ho凶1四凶O伯i
drague preneuse 

No. 97 日Iでいっぱー波探探知知 柄ヲ有スル「ばけっと」

杓揚波 ヲ上下左右＝動カシテ

英ドipper合
波書長スル飴

D 

濁 ILo宜叩

悌Idrague （山U伽

No. 98 桁ノ周＝多クノ「ばけ

っと」ヲ童書合セ兵廻縛

英： ladder dredger 
運動ユヨリ法滞スル船

D 
及
L 
濁｜山町附（明）

偽 Id叩（f)a伊

No 31. 



港湾之部（~主二〉

種別 j 用 語 定義解稗！舎員意見

No. 9" 日I H吸~p揚筒波波探探舶般 「t官んぷ」ヲ以テ水ト共

エ土砂ヲ吸揚ヂ竣涼叉

D 
英 I~u叫ctiond~~~~~~r

ハ埋立ヲナス船

、
p 

及 濁！ p目印um伊p：~~a鰐ggrer（~肌）） s 

偽I ~r時ag~：fji 忌邑 r~~nre1 (No. IGO削除）

No.101 日i穀揚機 穀物ヲ陸揚ヂ又ハ積換

ヲナス機株装置，時ユ

穀揚装置ヲ稽ス
英 I gr伊抑ra1叫山削1日m吋1E 

及G 

溺 I hも叫

働同Iei：~a胤匂町官 i:l p主o；~！i叩ns 
No. 102 港

漁船ノ出入及滞、獲物ノ

庭理由開主ナル目的｜

トスル港

H 英！ fishery harbour 

及F 
濁iFishcreihafen (rn) 

｜悌 port (m) de peche 

i沿岸附ヲシテ荒天時No.103 日 避難港
避難セシムルヲ主ナル

英lr内 eh町bour 目的トシグル港

H 
及

濁＼ Zn世叫R 

偽 Iporも（rn)de r付

No. 32. 

ーよ＂＇＂



B 一一

港 i噂之昔Et共二〉

種別 用 語 定義解穆 曾 員 意 見

No.1C4 一定ノ短距離水商ヲ往

復シ人事ヲ運搬スル船

実 Ife町
或ノ、共稜着場

F 

濁 IFah 

偽（内（肌）

No.105 日｜露 舷
浮世主憤ノ水面ヨリ水密

壁ノl買迄ノ高サ

F 

英 Ifreebo町 d

調 IFreibord （明）

偽 Ifranc bord ( m) 

No.106 口
「船貨」ヲ問シ入レスル

加鎗ノロ

英 Iha句h
H 

備lおOU仙
コグ 好又ハ和船ノ：積量7表No.107 石

ハス皐ft：シテ 10立
方尺（0.278立方米）ヲ

以テ 1石トス

K 

No. 33. 



見意合員

ム
シ
閣
－
－
時
崎市
明

ガ

ノ

ノ

間

モ

蹴

崎

駅

間

明

羽

衣

テ

ヨ

t
i
1
l
i
l
i－
－
寸
l
i
l
i－
－
ー
！

テ明ノI静岡ガ暗ノ時間

語

示コ；；~~＝~：；：~
E主三
示；~ム

偽 Ifeu (m叩（刑）

ι瓦 iφ色

止竺竺：
｜明暗燈

英 Ioccu同時 Iゆ七

$：~·） 

（共二〉港湾之部

定義解蒋用種別｜

ヲ日No 108 

L 

夜間標識ノ燈光エシテNo. 109 

明滅セザルモノ

L
及
F

No.110 
IA) 

L
及
F

夜間標識ノ明滅燈ニシ

ト同等カ叉ハ長キモノ

No. 110 
!BJ 

L
及
。

与~

No. 34. 



L一一一一一

港湾之部 f共二〉

種別 用 語 定義解懇 舎員 意見

No.111 墓
航路或ノ、危険位置ヲ標

示スル苦言共頭部＝燈光

英llighthot 設備7有スル；塔形或ハ

梯形ノ築造物

L 

濁ILenchttnrm, （別）

保 Iphare （叩）
No. 112 質

航路標識用ノ燈光ノ光

度，光色，動不動，明暗

英｜恥 ali 叉ハ閃光ノ時間等ヲ云

L で7

及
Q 
濁 liE耶L脚cnc~aも~！uCfrl des 

偽l…朗(J）山X

No.113 暗号
航路或ノ、危険位置ヲ標

示スノレ主~~量光設備7~主

英卜ightぬ 置シグル般

L 

及s 
濁IF四位山。

偽Ifen （川ott制
No.114 風，波，潮沈等ノダメ海

砂
岸町昔ヒ移動スル砂磯

L 実Ilit加raldrift 
D 及

濁ITr山（刑
偽卜a凶 （m）…凶

No. 35. 



港湾之部（其二〉

用 語 定義解務｜舎員意見

！よ三ゆ ｜湖沼山内村一一一
｜ i象ノ費化共他ノ原因ノ
I 11毒ニ短カキ周期ヲ以テ
英回出 ｜上下スル現象

s 11~~；ムl~~；－；－－ i 
！偽is目印 (j) i 

No.1161日［霧中間 i 

~ I~均 signal
F 

門川
I ~弗

No.リ 18 口｜落潮
~ I下 潮

英Iebb仙

濁［恥m
l偽jm紅白ω…柏

No. 叫日｜彼岸潮

T I英（刊uin
及 ）一一-+ 
E ｜濁 fii.quinoktial目前 (j)

偽 Imaree山山エial

種別 l

百0.1151 

T
及
E

霧ノタメ硯売ノ及パサ」

ル際＝航路或ハ危険制

｜置ヲ標示スル信披

片山立期二一一l間ノ「潮汐」 I 

l…期ノ噸

Np 36. 

一」



港湾之部 〔共二〕

定義 j呼樗｜舎員意見

間ノ「潮汐」

一一一一
満潮位ト干潮位ノ差

R 胆明 I ~i~！~：bs(,,,Cf) I 

法規＝従ヒ 100立方吹l
T (2.83立方米〉ヲ1晦1ト
G シテ計算セノレ数

及 I b耐ru叫もも胎O To叩n江工出ng伊eh加1碍altも（（肌叫1l 
R brutto Registertonne 

tonnage ( brut 

No.123 

士一
「総畷数」ノ内ヨリ一定

占勺F l「~1 問ne~is閉ter叫山色onn:与叩野
用室，機関室等ノ噺致

ア控除セノレモノ

菩民 繍間 lI ~：gも古~rも：~l~nnもer~o~｛e (f) 

悌 Itおo~~：！：／悦＂！｝d~J!uge nette 
No 37. 



港i簿之部（j（：二）

語穏別｜ 用

酌 12

英l山叫
B i- ! 

｜濁i

同
イ日［波橋
G l英！ gang＝~yー
i濁 jLandungsbrlicke (j) 

i偽iappontem削（m)

一一I~I どふす
G I；主！伊lia
l濁 IGoliath 

｜偽Igoliath 

両日：1~－制

英 I~~~；；~18 
G ！－十
濁 IBuhne (J) 

I yonnage ( m) 
偽［ ep;;on （品）

1定義解稗 合員意見

シ

ル

ト

取

料

税

燃

ヲ
ノ

油
1

、

h
川

J

自

又
ガ

茨

舶

石

ト

般

テ

コ

般ト埠頭叉ハ上屋トノ｜

閲＝架渡スル橋或ハ梯！

ヲ

釣

重

一
機
テ
起

一
揚
物
ル

捲

量

得

＝

重

シ

一
上
ル
動

益

ナ

移

構

犬

、

砂

シ

ツ

門

有

リ

機

L I -・-・-
岸ノ保護，防砂等ノ白｜

的＝岸ヨリ水中＝突出i
シテ築港ス哨物 l

百o.38 

. 
~ 



~二，~~~：＂.：1c!
s ~：＼~？，ト「 l

日l止5シI~· ~；，~i 
可 i語亨戸
｜；英もr宮wle:r 

Tlf21壬「
戸1~~1；~~ヂI~戸

員意見

B
及
E

No. 39 



港湾之部 （共二）

用 語 ｜定義解軍事｜曾員意見

日！捨石防波堤 拾一日制
ル形欣ノ「防波堤」 ｜ 

英l…
濁判l門門円同川恥削刊叫叫叫11恥恥h山JeI加：剖印~Lsch也iittunge臼n
働 Idigue (f 

上部ハ壁鰭ヲ以テ築澄1

B 英 composite breakw品目

及C 四判 I We~：：~frc帥h加e: F~；~ der 1 

i備 ｜」
No.134 日 Ii宜立防波堤 海底ヨリ芭チ＝壁趨7

以テ築造セル「防波堤」

B 
英 Ill州問aぉr

及u 
』田叫 IWe同Ile曲nb~e~~1r国飢（m~he1nmも
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言書F 幸良

＂＇十九笠宮 5穴邸 周利八年六月

役 員 曾

第五同役員奮は 5月 23日に開かれた。此自の問題は講演曾，地方委員， f古書署員の補欠，民皆，日本工事曾等

多々あったがs本日は振興委員曾の方々も別室で待合せて居らるふので時間の関係上以上の内 3問題を議したの

みで他は主主同に譲ることミした。

講民曾に闘する件 大盤竿 3回開催の鷺定であるから来月諮蛍の時期に開悔することにし時日は曾長に一位

することふなった。議訳者は大陸 3～4人として 2時間位とした方が有数だらうと言ふので田中盤君に欧米の

話，木清正治，山田径二田岡君「に浦測の話を鈎l願することに略内定した。

地方委員に関する件・ 振興委員舎に於て決定せる地方委員を設けることに就て先般小委員曾にて協議せる結

果に基いて作った委員名簿並に伎煩！伏に就て審議したが，種々自意見が出て結局委員は大盤原案により年々改め

て側演することふ L，侠煩文はもっと簡明にして弐同に於て再び審議せらるふことになった。

常設員補紙に閲する14°・ 寛賦治君が満洲に持ぜられたので其後任に就て議せられたが後僅かに牛年であるか

ら補依しないことに決定した。

以上で既に午後 7時に垂んとし振興委員の方も待って居らるふので中央亭にてさ与やかな晩餐舎を催した。

振興委員で御出席の方は

大河戸宗治君 内海清＆'l.君

；：！民間武定君 来島具売君

であった。食事前に質問曾長より一場の挨Ii'!を述べられた。

ー浦七郎君

大島満一君

山口 昇君

宮本武之輔君

王Lは急用が出来主して甚だ掛みませんが一寸中坐致しますがj悪しからず御容赦を願ひます。 i止庭で一寸申上げ皮

い事は今日振興委員D方々にも御足労を願ひましたが出来る事から着々進渉して行かう左官ふととで本日は地方委

員り件，ヨたには定款に闘する件等が議せられる事になP主Lto。明様に振興委員官D案も着々貴行に移るのであり

ます。振興委員曾白仕事は大量豊済んだかの様に思ひますかち設に諸君由労を謝しましてー鹿解散致L度いと1f.じま

す。然L市此上主も除に陽に御指導を願ひまして此非常時に際曾せる土木皐官四需に御盤力D程を願ひ主ナ。中座

L E申諜ありませんが今後は奮脚致しますから何卒御容赦を願ひます。

食事中一方では堰堤に閲する漫談，他方では人生田大問題に闘する振興に就て各々其り!:l[＇蓄を傾げられ和かな

策分の内に散曾Lた。

編甥委員曾

第五両軍属委員曾を 5月 29日に闘し寸こ。 Jlt日の問題は討議依頼先及登載論文の決定の外論琵報告に錯するメ

ダル，論説報告，主主報，参考資料等の謝i哩の決定，共他の事項に豆り協議せられたの

討議依頼に就ては諮問に中止の可否を論議せられたが今回も一寸共様な問題が出たけれども備縫穣することに

なった。次に登較論文は別認の様に異議なぐ決定せられた。

論説報告に望号するメダルは菊池場託が調査した結果銀製に彫刻することは非常に困難で出来ても仲々うまぐ出
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来品、ことがわかったりで訪議した結果大型のプPンズにLた場合に就て調査することになった。

各論文に艶する謝躍は大盤前同に於て決定した標準によって夫々決定Lた。

績いで抄諜が依然として振はないことに就て種々論議され，或は1Ji¥制度を重量更すべしと言ふ強硬意見もあ0,

又 Eng.indexの如きl'!i＂＂て街草なる梗概位にしたら如何等々 あったが先づ吉分この俸と Lて各委員に於て

捨営者を哲闘することふ Lた。衣に日本塁術振興曾より英一覧及援E崩Ii助混濯を－m~曾員に知らしむる榛希顎が

あったので之を全部曾告として登載することふなった。

工事報告が割恰に少ないことは甚だ遺憾であるが之は委員並に先絞め振興委員倉田提案に懸る地方委員制度に

よって蒐集し所関工系車敢闘の如きもりを作ると言ふ議も出たが各委員に於て努力することふした。

用 E吾 調 査 曾

5月 5日第 37岡幹事舎を開催した。大要は曾主主に報告したが其経過は次の湿りであった。

分科歯原案 材料及施工法之部 f英一） Ii各樫合に共通の用需品；多L、。例へば plainconcre胞を鍛筋コング

v－トに望号立して無筋コンクリートとすべきか叉Iiプレシ・コンクリートとなすべきかと言ふ様なものが甚だ多い
ので工事曾の用語統一調査委員曾司決定を待ってゐると藤弁幹事よb設明があった。之に聖母Lて各幹事聞に相蛍

の意見があったが結局土木著書曾の態度を明瞭にして置ぐ必要があるので分科原案を可決した。

分科曾修正案 港禽之部（英二〉は偽残 JO語あるが之l土他部門と重複せるもの等であるから削除すること

ふし土木機織之部（英一〉と共に可決した。

時S車内容能裁 前回審議した方針で印刷した 5種類の内容見本は各英特徴があったが各幹事諸氏の熱bなる

比技研究の結果第一案〈省略〉の内容建設を採用する事にLて大陸女の事柄を考慮して再び見本を作製の上次回

に於て審議すること与なった。

ぐイ〉 大きさは日本標準規絡＂＇ A l'J 6都とす。

Cロ〉 活字D大きさは 6競とす。

〈ノ、〉 1語を E買に跨らざる様行間を修正すること。

仁ょ二〉 柱には 6！産活字にて部門名及｝＇（を附す。

ピホ〉 部門見出は 9ポイントゴνックとす。

〈へ〉 部門間に係白を設けざること。

〈ト〉 各語は其頁にて 1,2, 3. と蓄搬を附L索引に使ならしむること。

其他 鯨典印刷は各部門決定町上ならでは取＃ることが出来なL、から原案未提出の部門に罰UiliブJ促挫の必

要がある。之に聖母L上水道及都市計重注部は中川幹事長より直接督促し，材料及施工法之部には立花女郎君を幹

事として新に委掲L，土木機披之部（残部〉に就ては平井主要葬よh現幹事中泊営な人に依頼することになった。

ヱ撃曾用語統一委員舎では用語i土日常の言葉に近L、ものとし活字等も略字を評却する擦にL臨用力器部は各墜

舎に一番共通白語が多し、むと先般のfil!'J有力事聯合曾に於ても用語統一由希望があったのに鑑み之を努頭に審議し

て既に決定したのである（第十丸亀第五銃参照〕。共他l土 A.B,C 順にして今約40口口語ある（ム， B,C の 3 吉f>F~t£

けJ，この内土木墜曾で審議中の言葉と具ったものが相首ある。之に劃して周語調査舎としては工接合ゐものに共

鳴する方針であるけれども全部之に盲従する認に行かぬものもあるから現在り方針で主主むことになったDである。
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第十八問視察強行記事

木製曾の年中行事白ーつである視察按行は年を経ると共tこ愈々隆盛を極めて来た。

今年も恒例に依り種々なプランに依り彼や是やと蕗議された結果，紳奈川静岡の雨脇下に跨り各種白道路新工事

の悶漆並に大豆7年以来幾多の大自然自践にも屈せず現在工事の粋を集ゐて銃意関墜に努必つL難工事を績けら

れたむで愈々共の全逓も目提に治って来た熱海諸＇ ・RO丹那隠道工事扶況等を 5月 6日（土曜日〉同 7自の 2目問

に瓦ち親しぐ視察する事になった。

第ー間 豆相地方平面圃

eタ

'"''' 

活 組弘 、B

え川 叫幽幽叫尖石丸山·~

略

官民

ト~;f~3:言明
箱根総世辞也方は曾員中曾遊の方々が多L、筈だから抜作々程援表の嘗初には参加者の多寡に就て相嘗懸念された

が今回の視察按行の行程は横i演を振出しに間道第1競路線をi塾生L小田原に歪り向所より海岸棋に治ひ熱海に至

。同所一泊，翌日は熱海峠を越へ三島に至り箱根町験を越へて塔ノ津に至ると言ふ長距離をドライプし乍ら初夏の

スガスガLC、荘？遣の風光を味ひながら各種田新工事，難工事を充分に観察する事を目的としたりで従来。見皐抜行

と少し〈特徴を具にした矯であったか参加者は112名に達した。今；主D皐曾の観察按行にはえて雨師風伯の有罪告

ぐもなL、街~：加が有勝であった品措置屋第一日の 6 日は朝来より好天気で翌日の天候も何回懸念もL、らない上々吉

の天候であった。集合定刻Q)1時間前正午漬から参加者は何れも軽快な按装で陸横と集合されたので漸時。関受

付子は臆接に眼の廻る擦であった。参加国員は受付で参加記章や神奈川勝，鍛遺省等よb寄贈りバンフレγ トを

受け取り，同 1時，30分 10肇む大型自働率に分譲し援演騨前からスタ戸トを切った。土木の該権威世満載した

長蛇田知き自働率列は途中諸都市に時ならぬ街道風長を生じ行〈者をして立止まらせるりであった。一行は程ケ
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谷s戸塚， E草津，茅ケ崎を過ぎ馬ス川畔で土木に畿のある史践を見るべぐ下車し 700年以前田相撲川橋梁橋脚の

一部であると云はれるill!2尺もある大櫓丸太が数本立ち並び腐朽もせず露出して居るむを見た。之は役の関東大

震災白影響で此の附近一帯の陪i浅の際地面下にあったものが露出したりである。今は豚省局によhて防腐保存に

努晶て居るのを一行は観察L，再び寧上白人となり平塚，大磯，図府津を混て小田原へと担々たる因遺を直進し

た。園遊第1披路線は往時白砂利皇室よりコングリート餓袋に岡田を一新し街路は 17米～22米幅員，市街地中聞

は 11米幅員となって居て澄路工事は殆んど完成に廷かった。殊に一行の快感を催した事は醤東海道白濯物であ

る道傍の欝蒼とした老恐並木を極力利用保存に努あられた事であった。

第＝圏第ー競路線道路断面薗

小田原町筒路 保土十谷町街務

"' 
主主之

= 
；~凝えi;,,

第1競路線標準道路 戸環・醸還周桧並木個所

.;tA,JJ;.水勢＇＇＂＂

去五日入~ノ~:fl
或る個所では直聞を限り之等桧並木列を以って道E富市直員を 2分L，恰も桧並木を抱込みたる影とし左側通行国

間としたり。或はー方は砂利舗装の散華道，他方はドライプウエ戸と Li折段に道絡を小庭園itl，風致を計りたる営

0 は到底東京市内では味ふ事は出来なL、。東京債漬から箱根圏立公園に至るアプローチ・ロードとして貨に相躍し

い試みと感心した。

小田原にて東海図道を外れ屈曲高低共に激L~海岸線熱海待選へと一行は暗転生し白浪打寄する海岸。風光を賞

Lつhii&る関東大震災自磁最も惨潜たる被害を蒙った早川，根府川，民鶴，湯河原一帯。有機は今は一場。昔語り

で路傍に淋しぐ建つ埋読者弔塊碍で彼の蛍時を忍ぶりであった。程なぐ書苦海線泉主主総選修築工事場に到賞下寧し

た。前方に初島を望み海抜約 200Ji'!O眺望紹佳の岬民場に一行のたあに，餓道省東京改良事務所の御厚意で特に

設けられた休憩所でピール，サイ〆ー，茶菓等白御接待で積演出重量以深 5時間飴に渉る寧上の疲れも打忘れたり

であった。問所で東京改良事議所長平弁喜久松君よりー湯田御挨阪があって同氏自紹介で技師立花次郎君よh泉

越隆道修築工事に関する説明を聞き直ちに一行は 2))Ifに分れ，工事掛詰所で現場資料に依りて訟明を聞きモータ

戸カーで隠道内工事現場を観察した。止t庭の地賀町特徴としては温泉余土と稽する白色町砥執を有する育粘土で

掘'lll!後，時日の主主！@Iにつれ風化膨脹する性質を持ち此Oi!li力は完全な支保工でも脅曲せしめらるふそうで一方止と

粘土中に水器込む時は忽ちに溶解される性質があると云」司之始末な温泉余土であった。目下銃意施工されてる工

事の大要は次D如〈である。

泉越隠立董修築工事え憂

本隠遣は皐線式2個並列にして雨陸選白中品、間隔は 18.29来，排水渠として中央に暗渠を有ナ。審工

は上下線共殆んE同時〈大正 11年〉なれども，熱海迄回開通期を早bるため蜂陀上り線〈山側〉の工
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事を促話せるも下り椋（海側3工事白影響を受け竣功〈大lE13年〉後間もなく腿道内各所に小亀裂を

生じ列車運轄に注意を要する扶態となれるを以って大正 15年不良個所にレール・セントルヱを施し卒

じて列茸運轄を髄け，昭和 2牢下目線隠遺完成と同時に直ちに土に切換へを行？上り組の使用を中止

し今日に至れり。

担問噂中止後も正直裂はi師時主主行L昭和 5年相互地方激震に依P陪誼扶頂部に破壊最u落を生ずるに至り

側壁は字国甚だしく 20粧にも及び，仰扶コンク B－ト部にも亀裂あるを政見し現在に亙れP。 方丹

那隠遣の開通にf牢ひ掃海線を東海道本線に獲Eすれば，本隠泣も鵡複j!1f轄となす必要に迫与れ之が修築

を念r事になれり。修築計萱は破壊個所を楕闘型断面プロック賓と L，施工方法は側壁汚仇抑担七百順序

にて先づ側壁長＊＇＇ 3米宛千島式に掘放をなL，次に湾挑長約 3米を一方より修築し最後は仰扶を長吉

約 3米宛修築する珠定なり。

第三園泉越路遁断荷

在来E罰商の蜜形獣態 設計事軍司書舗面

！そ

ι 一
撚舗は5芝形を示す 黙紛は在＂ .罰＂~：す

情｛ま在来品築取E品切事費調盤は目下人力に依るも今後は足尾式ロックドヲル 11菅型に依り掘撃を促

悲し下り総隠遣の防護上火薬の使用は悶来得る限P避ける方針なり。

10 

泉越隠：~見事後，再びi草上白人となり←行It此の自の宿泊地熱i障を指しご出議した。午後6時牛樋口屋放飴に到

著それぞれ定められた部屋に一向は3制すきドテラ姿に身を代へ思ひ息ひに入湯L長途む波努を慰L仲々とした菊

分となった。晩は樋口放舘の大民間で静岡臓の視察国一行事ま辺の盛宴に列Lた。開宴に際して静岡豚知事よ b非

常にユ戸モア｛に宮んだ獄迎田御挨診があった。同知事の熱海御陶介によると最近岡地は「トバクJを除〈外（土観

光者には何一つ不便が無〈有りと凡ゆる事が滅されるそうで「モナコ」と云ふも温言で無いそうである。視察圏

を代表Lて大河戸割合長が謝齢を主主べられた。熱海えり抜きり数十名由美技の花やかな手踊を始る熱海節，熱海小

唄其他ではやし立てられるのできすがの謹巌其白者の擦なー待も場内あちこちで爆笑破裂いやが上にもザンザめ

いて熱海情絡を満喫した，稜なぐクライマックスと琵ゆる頃にはそろそろ散曾となった。散合後は闘員銘々思ひ思

ひに室に吾l取り談論夙接持。遁〈るも知らぬげにあるもあり。叉夜の温泉町をそrろ歩きてメ【 Yストリー 1よ

γ御神m:影暗き遜りまで観察された老若田一圏は腕に撚をかけ夜の菩き技烏もかなと待受〈るスゴイ;m中のサ山
ピスに驚いてソウソウと敵に後を見せた英男も多かった緩であった。賑かな各室とも夜の更けると共にいつしか

静かさに撮り粋な新内の主主音が一行を夢路に誘ふのであった。



11 官 報 69 

明〈れば 7日此の日も前日に勝さる好天気であった。之は一行白品行方正を天帝も感じられたものか？午前

6特質より早やポヅポツ起床再び溢泉に身を浸L湯の香を充分味ひ咋自由疲勢は何庭へやらと云った元気で一周

朝食をとり午前 8時自働草上の人となり第 2日自のスタートを切った。 5分余にて事界並に枇禽的にも非常な興

味白的となって居る丹那隠遁の東口（熱海寄〉に著き直ちに一行は坑門口に至り熱海建設事務所長平山復二郎君よ

り御挨拶を主主ねて工事の経品並に現況を聞き建設事遺書所用意の隆志月1 ，·＿，＿~拘置い雨合調に著替へ股の付根まで

あるゴム長靴を履き防水帽を被った諸大家連もグロテスクな姿で重い長靴を引づりつム恰も身は酌k夫の感じで

15鞠のトロッコにそれぞれドカりト身を卸せば電気機関車は吾々を奥へ奥へと運んで行ぐりであった。前後 2同

に亘る大地震に依る被害，断層泥土押出に依る崩壊事故，従事員の生埋白惨事等に依h魔白隠遁の印象自宅き本隠遁

は完全なる昼築工事や完備せる電気照明が施されて居り一行は何の司被も感ぜずに 1高沢の奥に到達した。此慮

よh一同徒歩で平山所長の案内で本導抗尖端の支保工s切嬢導坑，掘量産等由工事駄況又は地賀町露頭に就て現地説

明があった。之から引き返へLて水抜導坑へと進んだ。坑内は膝をもt呈する凄さまじき流れを是Lて居る。此慮

で始めて買い長靴が非常に有難〈感ぜられた。

盛岡な事~；丸太で支保されて居る水抜導坑を奥へと主主む程に地下水は天井からアタカモ夕立町様に間断なく落下

第四園閣官最召津同線路比較圃

。ro＇部
L防水幅プム引の雨合羽が非常に役立つりで

あった。一行は丹那盆地の下にあるを打忘れ

自然征服！人力！人智！の偉大吉に釘たれ一

行は態々真剣味を固に表はし乍ら水抜滞坑尖

端を極め再び草上の人となh坑門口へと早l上

げた。坑内作業扶況間察に依る昂奮消え去ら

ざる一行は陽光を油国に治び乍ら坑門を背景

とLて記念撮影に移った。幸に一行中には之

から御嬢を遡える撲な方も無い筈だからよL、

様なものふグロテスクな百姓ー挨然たる様で

レンズに納まったのは見物であった。夫から

着物を着替へ洗面の後工事指営の鍛造工業曾祉や鹿島組からの厚意で設けの天幕の下でピ戸ル茶菓の御馳走にな

り小憩D後再び自動車に打乗り一行（士熱海峠を越へ丹那盆地を見下L乍ら丹那隠主主西口ピ三島口文は大竹口〉へと

向った。大竹にて下車此慮でも再び悶組の接待で天幕内の宴席で壷食を認めた。小憩後西口坑内蔵察が行はれた，

一行中にはかなり年長の方が柑蛍あり， ill:に東口坑内作業扶況並に排水l状態を親L＜組察された白であるから今

度は御休息なさる方が多からうと思って居た所，案に相違し全員間察希塑の盛況を曇L貨に其の熱意には驚嘆し

た次第である。斯ぐてこそ本事舎は主主々擢威付けられるのである。一行中の前曾長三柴老人より弐り名句を主要表

された。

革推工事やっと目鼻が明い ζ 来て

丹都腿謹Z事夫妻

隠遣の位置

土木町鼻も高ぐなりけむ

丹那隠逝は呪在東海道本棋国府津ー沼津間の改良工事なる熱海線中世豆半島自主山脈を東聞に横断ナ
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る陸遣にて熱海町内四方f高地海抜 230灰白黒占に起り瀧地山（2日601)1（）且丹那盆地（770〕灰白直下を貫

渇して三島町D東方約 1.5里函南村大什に終る，総延長4.9哩の複線型白大隠遣にして世界長大臣室道中

屈指のものなり。

隠準貫通地帯の地質

本総遣は蓄熱海火山由陥落火口壁に営る瀧地山を掘躍するものにして第三期暦民岩を基簡と L，大煙

東より西に向ヨて傾斜し不整合に夜へる熱海火山の噴出岩即ち凝抗石，議！）~石，部石安山岩質熔岩の互

胞を以て構成せられたる地質なり。主庭々に輝石安山岩質岩』民自介在するを見る而して本掘；lfj路線i立地

質構迭上の破綻線D経過地帯に相営ずるを以て大小田断層設遣して何れも南北白走行を有L，火山白徐

般に由る償訴， 2担泉作用等の~に聖盟賞作用を受けたる祖泉保土を往々にして介在せり。

路逮捕盤に因る濁7]<1；！凝灰岩，集塊岩の部分には少な〈主として熔岩厨の部分に多量な Vo此のタト断居

勉裂等D所在個所にして地質構造上回弱棋院治ふて宰きが如し。

本隊注目通過地帯に営り丹那主主地と補する阿形白問地あり，之れが成閣に閥L丹那盆地々質調査

ては従来地質皐者間に＊蝕作用説』断層作用説，火山作用説等唱ヘられて決定を見~·v しが試錐作業に

由る調査の結果数多田断居群に由る陥落地帯なる事を碓必得たり。

計設

35614灰長延

雨坑門よりの掘主主駅態及湯水自然流干に鑑み酉E勾

g 822択問刷。g873灰聞及西口坑門皇東口坑門皇

5 822 
9603灰nu1;s10 自

至
由 9釘Q
至 12s.5s択I問 1/330 ググ

自 9803
豆 12093灰問 1/440ノノ

何れも上り勾配とし其問択は水平とせり

側壁土揚所詰コシクリ F ト，寄挑はョンク 3ート！U積〈一部分に蹴化石を使用せしこと工夜

あり〉とし厚さ 2択 1吋乃至 4択 .5］吋なり。

主として域大利式に依る。掘選方式

内法り高，幅共に 6'!!{ c排水能力 1秒時間約 150立方択） ＂＇排水車用白随道を主惜排水路道

隠誌の左側に 50択以上離隔L隠匙回全長に亘りて築越す。

排水降逝申底面は主在豊能道施行基酉より 5択 3吋低（ L, f5書道中央に設備する排水器

Cil'i古 2択，幅 3択）由減水を惑絡坑に依りて設排水隣近阿南下せしむ。

隙遭Z事費額と起Z竣Z時期

工事費殻埠領 （大正 14年 1月政定〉2470日000田I

〈昭和 7年 2月末〕22 200 Oto闘工事費決算額

大1E7年 4月 1日
大正 7年 7月 5日

東口
官可口手著

腿詰重工事砲行方針

導坑掘盤は直桂文はY主的切投請負契約の方法を用ひ9 切品店掘盟主且＂＂築は相営区間に分割して随意契約
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に依る諦負工事由方法を採れり。東口は請負人儲遺工業株式合資曾祉，西口は請負人鹿島精ーを株命人

夫供給者に指定す。

隠道内i~於て施行せ革特需重工事

グラウチング： 地質不良inち断暦Qi:（にしてi却水多量日水盤大なる時は普通揺鶴にては崩壊の危険

ある故此グラウチングを採用L，坑導切端より長さ約 30択の孔＂金剛石試錐機又はデンパー盤岩機に

より扇形に致多街i掘しこれを認し若右の裂自にセメン卜宇Lを吹込み填充して此危険を少なからし品掘匙

せしむるものにして1同Dグラウトに依り約 20～30lJI(位，並行せり。

東口底設導坑 9100灰附近にては湖水IJlliは毎平方吋 270封度にで，セメン 1の注入座力は毎平方

1000吋封度に及び＊ 1，セメント 1＂＇割合 Dも四をポシプ＇＂＂ λせり。 1'IL平均約 7立方択のセメシ

トを注入せるも中には 5口7棒以上も注入したるものあり。

最近東口 10100附遅断層個所に遁用せる方法はセメシト泣入！こ先建て小亀裂潤滑剤として桂酸曹達

及硫政苦手土の混合液を注入せれ而Lて其白場合セメント注入底力は毎平方 1ODO吋封度以上なり。以

上何れも其の結果良好にしてよく不良断層個所を掘主主するととを得たり。

空気掘盤 空気掘mは濁水ある個所に利用して相官数果ちるものにして元来河底隠逝又は橋梁基礎
等に用ひらるふも自にて普通磁遣に用ゆるのは苦園にては土れが最初回試にLて，先づ坑内に空気間を

作り嘩干方吋 5-35封度の鹿力目空績を坑奥田掘聾E商を諮り抑歴L掘謹せしむるものなり。若L地質

不良にして土匪多量時は主保工代用として盾構〈シールド〉を使用L之れを掘謹せL鍛製セグメントに

て昼築なしづふ議行するものとす。

東口北故坑に;Ii，，ては地質調皐余土白不良個所なるを以て此盾構及銭製セグメシトを使用せり。西日は

北，南雨水抜坑共に其田地質は砂暦にて湖水を防止すれば土匪崩壊。恋なきを以て阜に座搾空泉のみを

用ひて掘主主せしに良好田成続を得たり。此白方i去により北側水放坑 745択，南側水抜坑 730灰掘越し

て空試を抜きたるに合計毎秒約 17個目水を排出し本坑に常る部分は遮誠［；容易に掘盤准捗L得たり。

筒本空属掘聖書に従事せる従業員は炉、て般tr.3身挫検査白後入坑せしむるものに Lて，之れ等従業員の

空気病治療由1：£め坑門附近に治療用空気問〈ホスVタルロック〉を用意L；数告白盤員を配備した目。

E華道工事中遭遇した革主tJ.品事故

大正 10年 4月 1日午後 4時 20分丹那隠選東口坑口〈坑門より 99日択湾扶線化石設完成終端）

より内部俄快崩壊し折柄作業中田従業員 33者埋波或は閉塞せられたり。直ちに之を救助に着手 L,8 

日間の日子を閲して生牢者 17告を救出したるも残飴は全部崩壊の犠牲となれり。

大正 13年 2月 10日午前 9時 20分頃丹那腿逝西口坑内（坑門より 4950択附近〉に於て突蛇泥

砂噴出し作業九夫 18名中 16者閉塞せられたり。而して本間白崩落土砂な濁水に押出されたるi昆土な

るたあ殻掘作業に非常允困難を感じ漸ノ同月 278 （崩壊上り 18日目〉に歪り右側坑設内中央部より

全部の溺完挫を牧存したり。

大j£ 14年 5月 8日丹那隙道西口底設導坑白奥端〈坑門より 7089灰〉に於て濁水純量毎秒rn1立

方択を噴出して土砂約日00立坪四涜出を伴ひたるも従業員一周幸ひ無事なるを得たり。

大正 14年 12月 30H丹那隠逝東口左側迂回坑の奥端〈坑門より 9080灰〉に於て濁水口を残生L

濁水E次第に増加して苛4軍事 7.5立方択に及ぴたりしが翌年 1月 7Flより同月 12日迄は盛んに土砂を

14 

一一~
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読出 L某四量約 330立坪に蓮せり従業員一同無事なり。

昭和 5 年 6 月 ~4 日丹那隠避商口南側水抜坑 11992 吠に於て大断層に出曾し一時に海水約 87 個

に増加し土砂 800立坪を沈出 L本坑 1400灰，7J＜故坑 2300択を坦！戻せしむ。工事従業員に 1名目死

傷者なし。

昭和 5年 11Jj 23日北伊豆地方大震災自殺害は東口士盤築に数ケ所小血裂を生ぜる程度にして西

口長築は庭々に大小亀裂を生じ殊に坑口より 9950吹附迂に於ては側壁及拡に大亀裂を生じ施工基面

に於て坑奥約7吋底下せり 1800択附近切践ケ所に約 170夙問土砂約 180立坪崩壊し従業員 5名哩

波L内 2名は救助L3者は崩壊由犠牲となれりs 又南側第二水抜坑奥端（11mo択〉にては 5灰以
上田地塊迎勘により島町庖銭面が癒はれたり。向由主投中，E崎町立陪泣中.c.：こ於て7択f品目喰遣を生じ水準基
楳は東口は間口にJ:1'L約 4す1隆起せり。

丹那附涯地表面の渇串

隠近掘盟主j桂子主に伴ひ坑内部副主逐次判官加L来りしが本隠遊白通過地帯！こ営る丹耳目主主地町ば一帯の諸部

落は大lE12斗秋頃より濁泉街＇｝，減退 L来れ甚だしきは全く枯渇せるものあり。良尽の生活安定上著

しき脅威を来Li＜＼るを待ちて，之が1臨急策とし数側部F容に飲料水遊を丹耳目盆地に法瓶用貯水池を設置し

筒之が恒久救情施設考慮中なり。

腿論掘盤工事活；E

先if!l導坊は 2月末迄に東間雨口合せて量延長約 9勘u！； 分を拐iftL聖書除僅かに約1173択となれり。

東口1nuは大lE14年 3月 8500択r>tH!i：に豆り胡l泉飴土と補する粘土居に(fL9COQ択附涯にて一大

断府に出脅し湖水量漸衣増加 i其白底力も念騰して 1平方吋 270封If!'となりしを以て可成湖水を分散

ι座力を底下せしめんと Lて本随遣の雨官JU；，数多71<故抗を掘盤L傍本隠註鹿設導坑にセメンテーシヨン

を施しつム掘越し 140択に亘る断層帯を昭和 2年 10月突破せり。是より以奥は一二階ii晋に相逝せし

も其都度楽波及セメン卜注入により之れを突破し 6年 6月南側＊抜坑 11162択に詑したるに又々一

大断層に相阻せり。其由後之れを突破せんとし南fJに3坑北側にむ 1坑水故抗を掘盤L土等一二坑に

於て諜波及セメント詰入をなし 7年 3月土れを突破せり。其後一ニノ］、断厨1こ干'§il'J_せしも分岐坑其白血

により掘z邑L2月末迄＇＇北側 12391択に達せり引続き本坑ホ故坑共に掘ii!1々 fr中なり。

間口側は 7口co'!It附廷に於て大切北に出脅し数本の7)<Jj(坊を穿ちて前治せしも 7100択に王りて地質

砂厨となり＊と共に土砂を流出し空洞を形成せり。然れども濁水の魅力は大ならざるを以て!!Iii搾空気掘

盤D方注在先；j]j導坑に臆用したるに約 700灰前進せり。而して普通方法により符る地帯に入り順調に

掘挫し β 年 6月先進導坑 11992択にて一大断厨に出官し大湖水と共に土砂を涜出したりロ其む後本

坑南北側に71<抜坑を掘才；j]jL土れを突破せんとせしに5年 11月北伊豆地方大震災に相過し此の断層の移

動と共に切般げ土砂を崩壊せ LI'>たり。之がfl!蕎fこ勉むると共に一方北側7Jdj(坑 11770択に於て断暦

を突破せんとし諜波及セメン！注入工事を施行し掘越せしが7年6月11964択附迂にて小崩壊を来し

掘主主不能となれり。却場状態なるを以て濁水底力を底下せしめんとして北側に竪坑〈施工基商上第一境

は 130吠第二坑は 62 '!It第三坑は 2~ ~（） 3坑を掘悲し第坑は本年2月末迄に上部坑逝 12790択に

濯し現在向掘越中たり。

間察終了後建設事務所在仕立町列車に便乗し駿豆電鍛訴は場鐸に至り此庭で先週りさしてあった

73 
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我々一行む自動草に分譲L，三島町経由箱根へと向った。箱根町入口町所で折れて此虚と熱締峠と

を結ぶ山頂を経って建設された自車率用道路を相模湾・駿河湾をー裂の本に眺め乍ら十図峠までドラ五

イプを試み折返し箱根町に歪h関所跡の傍に建てられた考古住で関所蛍時の諸文献共他を閲覧し麗

ノ湖を左に双子山を右に眺bつL箱根宮のFを過ぎ函嶺洞門を右に盟め乍ら，

函嶺潤M！~蹴て

函嶺洞門

箱根霊験記に詳しき湯坂遣の東海道に合致する所湯本町宇湯坂山地内白園遣は前に渓谷早川D流を控

へ後に依崖を負ひ風零に際Lては落石行人目臓を冷すを常とし里人MB寺田頃よりか箱級親不加と遁璃す

るに至れり。

昭和3年綜は国庫四補助を受けて小田原湯本間四国道改築を企闘するに営り該地匡D 交通を安全壮

ちしむる満開腹隠遣を計霊せり。即ち補強コンクリート材を以て桂， ;/if，床版及間仕切壁よりなる粧を

樺成L洞上に深 1.5米の土砂を堆稜L以て聯落岩塊に到する綬街厨を形成せりロ

延長 98.3米，幅員車道 6来，歩道片側 1.8米，路面上有数空間高 5米自規模を有L昭和 5年 5

月荒工．工事中にかP豆相震災に逝ひ同 6年 12月竣功を見るに歪れり。

工 費 4高 6千闘 （米首！＇約 4日8間〉

塔ノ津温泉環翠壊に午後6時到着一同箱根町湯の香を充分味ひドテラ姿で神奈川勝の御招宴に列した。壁頭神

奈川勝土木部長田隆良忠君よりユーモア【たっぷbな毅辺白御挨拶あり，次で米元冨l曾畏は視察圏を代表して答

僻を主主べられ最後に回途部長の御挨拶中聞き洩す可からざる御言葉共偉言質として一段と大盤叱呼土木事曾白倉

員は今度参ります時は一人づムやって来る様にしまずから何卒今の御言葉を御忘れなく街ー居の御歓待を御願ひ

致しますと上手なヂzスチヤF で結び終るや念に爆笑起り満座忽ち春を生じたる時，箱根，小田原えり抜き由美

波数十名白手踊，箱根ソ γグ等で非常な盛曾裏に散舎の時刻も迫ったのでー庁は早々にして引上けた。中には倫

滞在して箱根気分を充分味った方々も少な〈なかった。

今岡D観察披行の成功は一つに鍛造省，神奈川勝，静岡豚等より絶大なる御後援を賜はりたる御蔭である。主主

に本製曾は満腔OJ謝意を表する次第である。

次に今岡蹴察抜？行委舎者 112名り氏名を列奉すれば

安藤四具哲 相津庄七君 相原益隆君 秋 山 清君

伊藤孝治君 生 E母 男君 石井頴一郎君 池上重吉君

今泉茂松君 今泉安之助君 岩井宇一郎君 岩永俊彦君

岩間正臣君 衣斐清香君 遠藤藤吉君 尾崎秀之君

小野基樹君 大井上前雄君 大河戸宗治君 大竹邦平君

岡 義 霊君 岡崎 E 伸君 岡崎保吉君 岡田倍治君

岡山銀次官閲 岡村信三郎君 片野文官君 勝目清二重雪

金子源－ '1降雪 滞 字君 神原信一郎君 木村憲七郎君

鬼海治三郎君 岸本萱治君 工藤久夫君 厳軍哲三君

来島良亮君 小暮義雄君 小宮盆三君 小室蔦五郎君

佐々木哲二君 佐薙金太郎君 坂上丈三島問 清水政資君

」
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紳保金管長官 須山英次郎君 ゴド t2¥ 奇主君 杉森文彦君

鈴木角一郎君 雷山親具君 回遊具忠君 田中正次君

高桑敬二君 高橋甚也君 竹内季一君 竹股 郎君

立花王史郎君 丹治経三君 遅塚安三君 土屋紋厳君「

鮫 島 茂汚 那波光雄君 中倉率一君 中西幸男君

中 村 保君 長演時雄君 7.lく 溜 肇君 永田兵三郎君

丹羽鋤彦君 西出辰次郎君 西尾辰吉君 沼田政短君

根岸耕苛君 乗田原子君 長谷川幸之助君 平井喜久松君

平尾俊雄君 平山復二郎君 稿岡武雄君 細野芳彦君

堀内貞造君 掘口勝己君 摺口多吉君 質島健主郎君

牧野猿梁之丞君 杉山鏡介君 丸山照式君 宮崎定夫君

宮長平作君 村 国 清君 村溺花之亮君 村甑吉雄君

名井九介君 森 忠 臓君 山下利兵君 山 国 酔君

山本茂雄君 山本新次郎君 吉村恵吉君 米元晋ー君． 
和田忠治君 氏家文輔君 中山太郎君 菅 具 二君

上野右芳司君 海老揮昇次郎君 組 E昆 中君 盟国松吉君

北村嘉太郎君 小林孝浩君一ι 中川一美君 山岸倉厳君

本銀行｝こ要せし費用は次の湿りであった。

樋口技館 107人分宿泊料及茶代一貯 304.51国

積若草熱漏塔ノ津乗合自動草七塞分 350 0 0グ

環挙機茶代 50.00 ' 

雑 費 115.88 ' 

it 位n.39
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寄稿に関する注意事項

(1) 御寄稿は成るペく本曾の原稿用紙を用ひ積書き在するとと，原稿用紙は御請求失第主宰

附す。

〔2〕御寄稿は止むを得ざる場合の外は成るべく本舎の原稿用紙 120枚（本舎誌30頁〉程

度之されたし若し前記頁数を超過する場合はi菌室共の程度に結少を御願ひすると占

もあるべし。

(3）億名I立平仮名とL，数字Iまなるべくアラビヤ女牢を用ひられたL。

(4）欧字は特に明僚に認むると占。

n .！：叫＂ .!: v, ' .！：叫 αと回， T 止7

英の他E耳字と小字占を牛I］然たらしむる事。

(5〕原稿には必ず冒頭に英文表題及内容梗搬を添附されたし。

(6）附国附表に就ては吉たの各項に御注意あ担たし。

（イ〉 園面はその鐙縮窮1..：得＜；t董にトレークング・ペーパー，オイJレペーパー， トレー

クシグ・9ロ』ス等とす。

（ロ〉凡て墨色を用ひインキ類或f;J:彩色を施書官る事。

f，、J方眼紙Iま菅罫のものを用v-（黄色，赤色の罫Iま使用せざる事J縦樹皇を必要とす
墨部分には録め塁線！こで之を描書置かれたし。

(.:) 闘表中の女学，重量宇Iま特に大き〈肉太に害L線認したる後明瞭たらしむ器事。

（ホ〉国表類I土製版の都合よ可なり汚損するものと強め御含み下されたL。

(7）著書農は特に明瞭なるものを港られたし。

(8）講演，論説報告の各欄に掲載の分には抜刷 20部を寄稿者陀贈呈するもの主L，倫寄

稿者の希望に依b貧費にて御要求に膝宇る事あるベし。

算式其の他の記L方大捷穏準。
( ［）本文，文宗聞に算式を挿入する場合同次の如く記す己主。吋b措き？を避ける

α＋b 
と占。｛α＋b)/(c+d）止書き C+Jを避けると占。

。〉粧したる列t亡算式を記す場合は次の如〈記すと在 0 jx措垂去を避ける己主。
÷い＋b）主審査ヰEを避けると主。品ド書き」了を避けるとと。

“·~·•~ b+c7 

(3) 千以上の数字は 53247000の如く 3－：＞皐位に間隔をあけると占。

(4) 名数は次θ如く記L括弧の中の様に書〈己主を漣くるとと。

鉛.4尺（八丈三尺図寸）， 7吋（七吋）， 35銭（三十五銭）， 13.56国（十三国五十六

銭〕， 1～4時間（ー乃至四時間）， 88326噸〈八禽八千三百二十六噸〕， 1931年lI! 1 
日（千九百三十一年一月一日〉。



望知日に葺げ
泡五欄は受
僻し御十信告を
樹、にへ題揚金

一市川蜘錯醐同鵠
hueE争E築込排頃

開制闘閲鎗闘岡山岡山岡阿困問岡山岡固園闘国岡国間周囲問国国湖周至抑制宮球

酔瑞豊豊崎武武武武武草萱霊童萱壁霊童畳萱参入時牽蜘凶ー伽釦

崎間部拾瑚併時取帥蜘

戸、吋時一時臨酔臨ん踏ん龍一昨昨日一躍一雌民間一時一躍一阻ま糊ヰ融山崎州
市古す欄一・出付酎意瑚制叫舘
山H致時に相網目其
の侯慮法＃哀
尉配翻A口支配耳東lv
同呉羽差御是産主

時叫扮需の出時付凱担慨加

出H吋内務貌肺眠到に都醐吋叶
泊ド係審－一一一競：他差築本山川地

域俳副部一議結抵当一ド刻時同付樹齢噺引

い職制残貌輔副甜一一←瑚←詳博一四時一司輯柚蛾納一日恥詐制
六六貌銃銃器一揖一由競一一揖競技開阜布費夜便曾取

者μ賠珊瑚肱銃町一捌…耐醐郡一範艶一一一一一踊簡明暗費日制閥抗
食用車協競競五六三三九三九三九四1－二闘一諸山町一誌る’曾最賦鳴
入四回四三四銃一揖一概磐田一抵抗就一揖競抵抗にく官靖曾な曾本土手
rw官替競競競暗部三三ニニ八一一九戸八三七二週嘗集大本はとdtて釦込振
瓶入蝿ニコ一一三就競競銃強掠器拡拡競競銃強交告民合J寺在し場排等
は鮒披鶴抗続続蛾－一－一一一二七一七→七一ニハ一升報寓聯主不にき御池
に金一六一一一一＝港島司容巻巻巻奉者岩内査事皐る御工〕巴
者記鼻咽巻巻容器巻二一三四五聞大同七同人同九布調工力なて通説事び
官下豆大七八九十十十十十十十十十十京害木用明に由主の及
入付第第第第第第第第第第第第第第鋳東震土陪不等記金入都
新に白行下立記度一
は部所援は取を煩同
誌一一住御費目事相川削
セま巴叉々回る知満
宮配員度曾＝一h遁鮮
弔器官成本中費調朝
mv相周官民

ざるときは儲替其他の方法に依P直ちに御準金相成tし

曾員種格 官費年額 第由一一期月分ニ至月四鍛牧月 第白二五期月分六至月八観戦月 第白九三期月分至十十月ニ観故且

曾 員 金拾入国 金 7、－ 画 金 占ノ、 国 金 ，ー，、 国

J量 員 金拾武固 金 四 園 金 四 園 金 四 国

皐生員 金七間五拾銭 金武臨王拾銭 金筑間五拾錦 金武居五拾鋳

新に入官しれるものは月割算邑して入曾申翌月集金品設す

舎費未納 It 付注意

官費は従来年額を第一期第二期第三期に分割し毎年二月六月十月に張替貯金郵便として取立方在郵便局

K俊話白露往々集金郵便に艶して故なt支排ら拒絶し館他白方法K侠Pても皇室金なき者あれ共斯くては官

費滞納者として遺憾ながら規則第十三保第一環に依 P途に曾誌の配布島俸止ざらる L に至る~： （又本宮に

於ても未納金督促四手段ー題ならず放に今後右様田ことな争犠蜂に御留意申上集金部使に御挽込相成れし

曾誌未着の場合の注意

官誌は毎年毎月十五日（印刷又は原稿等り都合に依り遅延する事わり〉 に接行u届な〈配布すべきに骨
未着居場合には一躍本官に御照宮相成れし従来往々登行後数ヶ月経過して照宮ぜらる L向めるも斯〈ては

鶴部皆無となり遺憾ながち配布不可抱のことあろベ暑に付師留意書目成7二L
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